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薬剤識別コード検索 操作⽅法 

 

【検索画⾯】 
調べたい検索項⽬に検索したいキーワードを⼊⼒して検索してください。 
検索画⾯の項⽬名をクリックすると項⽬の説明を表⽰します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

※ 患者さんが持参した薬の識別コードから医薬品名を検索でき、医薬品の画像表⽰で分かりやすく確認できます。 
持参薬鑑別報告書も作成できます。 （A） 

検索⽅法 
（1）識別コードなど検索したいキーワードを⼊⼒します。 
（2）[検索条件を追加]ボタンをクリックし、(3)検索条件にセットします。 

複数検索する場合は、(1)〜(2)を繰り返し、12 条件までセットできます。 
（4）[検索]ボタンをクリックし、検索結果⼀覧を表⽰します。 
（5）[条件]リンクをクリックすると、検索条件を変更できます。 

・ 「参照」をクリックすると分類の
⼀覧を表⽰します。 

▼をクリックすると項⽬が展開
し、キーワードを選べます。 
または、検索して選ぶこともで
きます。 

(１) 

(2)

(3) 

(4)

(5) 
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【⼀覧画⾯】 
検索結果を⼀覧（医薬品名、⼀般名、規格単位、会社名）で表⽰します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

先発・後発について（厚⽣労働省「使⽤薬剤の薬価（薬価基準）に収載されている医薬品について」に準拠しています。） 
先発○ 後発品がある先発品 
先発品 後発品がない先発品 

準先発 昭和 42 年以前に承認・薬価収載された医薬品のうち、価格差のある後発医薬品があるものについては、「準
先発品」として、先発品に準じた扱いとしています（内⽤薬及び外⽤薬に限る。） 

後発品 後発品 

★ 後発品除外品⽬（後発医薬品として承認された医薬品であっても、先発医薬品と同額⼜は薬価が⾼い後
発品であり、診療報酬における加算等の算定対象外） 

空⽩ 先発・後発でない医薬品（昭和 42 年以前に承認・薬価収載された医薬品や局⽅品、漢⽅製剤など） 

  

画⾯上部で表⽰件数を変更できます。（50、100、200 件）

[条件]ボタンをクリックすると、検索画⾯でセットした検索条件の結果が表⽰します。

・ 識別コードや医薬品の写真から持参薬を確認できます。
  同じ医薬品でも、併売や包装によって写真が異なる場合は、それぞれ別データとして表⽰します。 
・ 医薬品の詳細情報を表⽰させるには、医薬品名をクリックしてください。 

・ 持参薬鑑別報告に追加したい場合、該当医薬品の左にある[追加]ボタンをクリックしてください。 

(A) [追加]した医薬品の「持参薬
鑑別報告書」を表⽰する場
合は、[持参薬鑑別報告書
作成]ボタンをクリックしてくださ
い。 
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医薬品の詳細情報を表⽰します。 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

《割線欄 "有"》 
添付⽂書・インタビューフォームの両⽅、またはいずれか⼀⽅に割線についての記述がある・・・① 
  

《割線欄 "空欄"》 
剤形写真・添付⽂書における製剤の性状欄の製剤図において割線様模様があるが、添付⽂書・インタビューフォームのい
ずれにも割線についての記述がない・・・② 

  

《割線欄 "無"》 
添付⽂書・インタビューフォームのいずれにも割線についての記述がなく、かつ、剤形写真・添付⽂書における製剤の性状
欄の製剤図において明らかに割線が無い、または糖⾐錠等で割線が明らかに存在しない・・・④ 
※ インタビューフォームに 「割線⼊りの素錠ではない」 や 「割線⼊りのフィルムコート錠ではない」 等の記述がある場

合、"空欄"でなはく、"無"と記載・・・③ 
  

 
錠剤画像 

添付⽂書情報 インタビューフォーム 
割線記述 

割線表現 
備考 

製剤図 割線記述 旧 新 

① ー ー 
あり ー 

有 有 両⽅またはいずれか⼀⽅に記述あり 
ー あり 

② 線あり 線あり ー ー 無 空欄 表現変更対象 

③ 線あり 線あり ー 割線⼊りではない 無 無 

④ 線なし 線なし ー ー 無 無 

・ 持参薬鑑別報告書に追加した医薬品の参考品⽬として、同成分の採⽤医薬品や先発医薬品などを持参薬鑑
別報告書に記載することができます。 
[同成分][同区分][同剤形][同規格][同薬効]で表⽰する医薬品の右にある[追加]ボタンをクリックしてください。 
4 剤追加できます。 

・ [適応違い]ボタンをクリックすると、先発品と後発品で適応症が異なる医薬品を確認できます。 

持参薬鑑別報告に追加したい場合、[追加]ボタンをクリックしてください。

【詳細画⾯】 

添付⽂書の「組成・性状」から製剤の⼤きさを表⽰します。
※併売品など添付⽂書が複数ある場合は、改訂年⽉が最も新しい品⽬の情報を表⽰します。 

詳細は 添付⽂書情報検索結果⼀覧 のリンクから添付⽂書をご確認ください。
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【持参薬鑑別報告書】 
調べた持参薬の情報を連絡するための「持参薬鑑別報告書」です。 
持参薬鑑別報告書は、⽤途に合わせ、3 種類の印刷画⾯（レイアウト）を⽤意しています。 
[印刷画⾯]︓A4 ⽤紙に 4 剤まで印刷できます。 
[簡易印刷]︓A4 ⽤紙に 4 剤まで印刷できます。ただし、参考品⽬の医薬品の会社名は印刷されません。 

通常の印刷画⾯において、参考品⽬の部分の⽂字が⻑すぎる場合にお使いください。 
[画像無し印刷]︓A4 ⽤紙に 8 剤まで印刷できます。ただし、薬剤写真はありません。 

 

 

 
 採⽤薬品の場合は、採⽤薬のグループ名の省略字名（1 ⽂字）が表⽰します。 

略字名は、採⽤薬登録画⾯で設定できます。また、持参薬鑑別報告書に採⽤薬の情報を記載したくない場合は、採⽤
薬登録画⾯の「鑑別報告書」の表⽰チェックを外してください。  

患者⽒名や担当薬剤師名などを記⼊できるメモ機能があります。（3 ⾏程度）

タイトルを変更できます。また、「タイトルを保存」ボタンを押すと医療機関様ごとに保存されます（全⾓ 20 ⽂字まで）

・ 服⽤の間隔や⽤法・⽤量を記⼊できます。
・ 持参薬数を記⼊できます。 
・ 持参薬の継続または中⽌・変更のチェックを⼊⼒できます。 
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* 印刷時の注意点 
「持参薬鑑別報告書」を印刷した時、A4 ⽤紙に納まらない、⽤紙の上下に印刷される「ページ数」や「URL」「タイトル」を
削除したいなどの場合は、ブラウザの設定を変更してください。 
例︓Internet Explorer8 以上の場合 

「ページ設定」で設定の変更ができます。（ページ設定画⾯︓[ファイル]→[ページ設定]もしくはキーボードの[Alt]→[F]→[U]） 
1) A4 ⽤紙に納まらない場合 

「縮⼩して全体を表⽰できるようにする。」にチェックを⼊れる、もしくは、余⽩の調整を⾏ってください。 
2) ページ数や URL、タイトルを削除したい場合 

ヘッダーやフッターを「空」にしてください。 
 
■データ提供 
 識別コード情報、薬剤画像データ︓株式会社薬事⽇報社 
 主な拡張薬効分類︓有限会社 T 辞書企画 


